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〔認定時公表〕 

リサーチユニット名称 電池材料開発研究ユニット 

代 表 者 氏 名 御崎 洋二 

〔設置目的〕 

電気エネルギーの高効率利用に資する「電池」技術は、現在世界全体で直面している地球温暖化問題の

解決、低炭素社会および持続可能なスマート社会の実現において中核をなす科学技術である。本リサー

チユニットは電気エネルギーの創製（Power Generation, 発電）を担う燃料電池、太陽電池と電気エネルギ

ーの貯蔵（Power Storage, 蓄電）を担う二次電池の性能向上に寄与する革新的な材料と技術を開発するこ

とを目的とする。 

愛媛大学ではクリーンな発電技術である固体酸化物型燃料電池（SOFC）の革新技術の開発や新時代の太

陽電池として期待される有機太陽電池の半導体材料の開発、さらに、ポストリチウムイオン電池の候補と

考えられている有機二次電池の正極材料の開発が行われている。これらの先進的な電池の研究に関わる研

究者が結集し、世界的にも類を見ない電気エネルギーの創製と貯蔵の研究拠点を組織する。 

〔活動計画概要〕 

    

上図は本リサーチユニットが目指す電気エネルギーの地産地消モデルを表したものである。愛媛大学

は新居浜市の水素タウン化のプロジェクトに参画しており、大型の貯蔵庫で保有されているアンモニア

の有効活用に取り組んでいる。現在、アンモニアを水素キャリアとして利用する取り組みにおいて熾烈

な開発競争が繰り広げられているが、本リサーチユニットではこの競争に対抗できる先駆的な触媒を開

発する。また、環境負荷の高い重金属や希少な貴金属を必要としない機能性有機材料を創出し、これら

を利用した太陽電池と二次電池を開発する。 
電気エネルギーの創製と貯蔵（Power Generation and Storage（PGeS））のバランスがとれたスマート

社会を実現するための新しい有機材料の創出、革新的な触媒と技術の開発を目指す。 

 

 


